
シンポジウム 

建築写真撮影・再生法 

-見た目を再現するために考慮すべきこと- 

 

主催：社団法人 日本建築学会 環境工学委員会 光環境運営委員会 質感・色彩設計法小委員会 

協賛（予定）：（社）照明学会，日本色彩学会 

日時：2011 年 11 月 26 日（土） 14:00〜17:00 

会場：建築会館会議室（東京都港区芝 5-26-20） 

 

建築の写真は難しい。見た通りの写真を撮影できることは少なく、色が異なる、明るさが異なる、質感が再

現できないといった問題がよく起こる。こういった問題が発生するメカニズムについて概説し、解決に向けた

取り組みについても具体的な事例を挙げながら紹介する。 

「質感・色彩設計法小委員会」傘下の「建築色彩と質感の記録手法検討 WG」では、物体表面の状態をありの

まま記録するという問題意識からこのテーマについて考えてきたが、見たままの感動を記録したいという方、

現場の記録が必要な方にも有意義な情報が得られると考える。 

＜プログラム＞ 

１．趣旨説明  槙  究（実践女子大学） 

２．デジタル・アーカイブにおける色の扱いについて〜何が記録できるか，何を記録するべきか〜 

鈴木卓治（国立歴史民俗博物館） 

３．見た目再現の難しさ−明るさと眼の順応  石田泰一郎（京都大学） 

４．ハイダイナミックレンジ画像の可能性  酒井英樹（大阪市立大学） 

５．コントラスト・プロファイルに基づいた輝度・色度画像の再現法  中村芳樹（東京工業大学） 

６．パネル・ディスカッション 

パネリスト：石田泰一郎（前掲），酒井英樹（前掲），鈴木卓治（前掲），  

中村芳樹（前掲），槙 究（前掲） 

司  会 ：大井尚行（九州大学） 

 

 

定   員：40 名 

参 加 費：会員 1,100 円、会員外 1,500 円、協賛団体会員 1,200 円、学生 700 円（資料代含む、当日お支払い下さい） 

申込方法：E-mail にて、催物名称、参加費種別（会員番号）、氏名、勤務先・所属を明記しお申し込みください。

※定員に達した場合は、お断りの方にのみご連絡いたします。 

申込問合せ：事務局研究事業 G  一ノ瀬（E-mail：ichinose@aij.or.jp） 


